ルノアール礼讃　　－　ルノアールと20世紀の画家たち　－
ポーラ美術館（箱根・千石原）　　2013.12.1〜2014．4.6.
「ルノアール」（1841〜1919）は、印象派としての活動で名高いが、晩年は女性像や花など自らが好むモティーフを、情感を込めた筆致で描き続ける職人的な気質をそなえた画家として、同時代の多くの作家たちから敬愛されている。
若い画家に語った言葉“美しく描かなければならない”は有名な語録である。
「ポーラ美術館」で開催されている展覧会は、20世紀を彩る画家たちが“いかにルノアールの画業と人柄を敬愛したか”という観点から企画されている。
　展示品は、画伯の作品「14点」を「花」「女性像」「裸婦」「南フランスと地中海」の４つに分けて、その芸術の特徴と魅力を再考するものである。
また、「パブロ」「ピカソ」「梅原隆三郎」など、「ルノアール」の影響を受けた同時代の作家の作品をあわせて展示し、20世紀初頭に花開いた「ルノアール礼賛」への世界的な広がりを彼らの作品を通じて紹介するという企画である。
　代表的な展示作品は、＜髪かざり＞（ポスターの写真）（1886年）、＜レースの帽子の少女＞(1891年)、＜アネモネ＞（1883〜1890年ころ）である。
　
　同時開催として「いろどる線とかたどる色」をテーマに、「ドガのパステル」「シャガールの水彩」「マティスのジャズ」が展示され、それぞれの持ち味を生かした色や形の作品から多彩な素材の絵画を楽しむことができる。
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